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三
月
定
例
村
議
会�

条
例
の
制
定�

条
例
の
一
部
改
正�

人

　

　

事

�

契

　

　

約

�

平成22年度補正予算�

平
成
23
年
度
当
初
予
算�

議 会 の �
動 　 き �

会
期
　
３
月
９
日
〜
18
日�

　
　
（
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
）�

■
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収

条
例�

＊
―
村
の
歳
入
と
な
る
分
担
金
、

加
入
金
、
手
数
料
な
ど
村
の
歳
入

全
般
に
適
用
で
き
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。�

��

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例�

＊
―
国
・
県
の
規
定
に
あ
わ
せ
「
療

養
休
暇
」
を
「
病
気
休
暇
」
に
文

言
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。�

■
運
動
公
園
等
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例�

＊
―
関
川
小
学
校
脇
に
建
設
し
た

下
関
地
区
水
泳
プ
ー
ル
を
、
村
民

水
泳
プ
ー
ル
に
追
加
す
る
も
の
で

す
。�

■
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例�

＊
―
乳
児
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
事
業
を

一
本
化
す
る
も
の
で
す
。
助
成
の

内
容
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。�

■
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例�

＊
―
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
う
あ
い
）
の
居
住
部
門
利
用

料
の
光
熱
水
費
の
共
同
経
費
を
六

千
円
か
ら
八
千
円
に
料
金
の
改
定

を
行
う
も
の
で
す
。�

��

■
関
川
村
副
村
長
の
選
任
の
同
意�

＊
―
佐
藤
忠
良
さ
ん
（
朴
坂
）
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。�

■
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同

意�＊
―
野
沢
専
治
さ
ん
（
下
関
）
の

再
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
田
村
良
子
さ
ん
（
下
土
沢
）、

本
間
正
良
さ
ん
（
安
角
）
の
任
命

に
つ
い
て
も
同
意
し
ま
し
た
。�

��

■
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）施
設

整
備
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結�

▽
変
更
後
契
約
金
額
　
二
億
二
千

　
九
百
十
三
万
六
千
円�

　
（
一
千
八
百
四
十
一
万
一
千
円

　
の
減
額
）�

▽
契
約
相
手
方�

　
沖
電
気
工
業
㈱
長
岡
支
店�

▽
工
　
期�

　
平
成
二
十
二
年
三
月
十
日
か
ら

　
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

　
ま
で
（
五
百
日
間
）�

��

■
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
当

初
予
算�

＊
―
９
〜
13
ペ
ー
ジ
の
新
年
度
予

算
の
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

■一般会計（第10号）�
補正額　5億6380万円を追加�
総　額　55億4,480万円�
■国民健康保険事業特別会計（第４号）�
補正額　790万円を追加�
総　額　８億1,430万円�
■国民健康保険関川診療所特別会計（第２号）�
補正額　3650万円を減額�
総　額　7,540万円�
■老人保健事業特別会計（第１号）�
補正額　46万2千円を追加�
総　額　56万2千円�
■介護保険事業特別会計（第４号）�
補正額　50万円を減額�
総　額　９億400万円�
■簡易水道特別会計（第２号）�
補正額　100万円を減額�
総　額　4,650万円�
■公共下水道事業特別会計（第２号）�
補正額　50万円を減額�
総　額　５億630万円�
■農業集落排水事業特別会計（第１号）�
補正額　50万円を追加�
総　額　１億1,680万円�
■水道事業会計（第３号）�
資本的収入　1,240万円を減額�
資本的支出　1,218万5千円を減額�

　
四
月
一
日
か
ら
引
き
続
き
副

村
長
二
期
目
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

副
村
長
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
「
村
長
を
補

佐
し
、
村
長
の
命
に
よ
り
政
策

と
企
画
を
つ
か
さ
ど
る
と
と
も

に
、
職
員
が
担
任
す
る
事
務
を

指
揮
監
督
す
る
」
こ
と
が
職
務

で
あ
り
ま
す
。�

　
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
わ

が
国
観
測
史
上
最
悪
と
な
っ
た

東
日
本
大
震
災
に
は
、
挙
国
一

致
で
復
興
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
影
響

は
全
国
の
市
町
村
に
も
大
き
く

の
し
か
か
り
、
村
政
運
営
は
い

っ
そ
う
厳
し
い
も
の
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
職
員
と
し
て
、
ま

た
三
役
と
し
て
の
長
い
経
験
を

生
か
し
、
平
田
村
長
が
目
指
す
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
気
あ

る
む
ら
づ
く
り
、
村
民
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
た
む
ら
づ
く

り
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
し
っ

か
り
補
佐
し
職
責
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。�

　
村
民
の
み
な
さ
ん
に
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。�

副
村
長
再
任
あ
い
さ
つ�

副村長�

佐 藤 忠 良 �




